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副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法

薬
の
功
罪
猛
考
え
る
―

宇

都

宮

光

明

一
、
は
じ
め
に

医
師
は
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
を
使
う
治
療
法
を
ス
テ
ロ
イ

ド
療
法
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
リ
ウ
マ
チ
に
対
す
る
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の

効
果
は
云
々
と
い
う
調
子
で
す
。
素
よ
リ
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
は
専
門
的
な

こ
と
で
あ
り
、
薬
の
選
択
は

一
〇
〇
％
医
師
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
功
罪
を
知

っ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。し
か
し
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の
重
篤
な
副
作
用
は
、皆
様
自
身
の
問
題

で
す
。
で
す
か
ら
、
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の
概
要
を
知
る
こ
と
は
、自
衛
上
も

大
切
で
す
。
医
者
を
選
ぶ
も
治
療
の
う
ち
と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

二
、
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の
歴
史

昭
和
２３
年
、　
ヘ
ン
チ
が
リ
ウ
マ
チ

患
者
に
コ
ー
チ
ゾ
ン
を
使
用
し
、
劇

的
な
効
果
を
報
告
し
た
の
が
端
緒
で

あ
る
と
前
号
で
述
べ
ま
し
た
。
こ
の

報
告
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
治
療
法

こ
う
げ
ん

の
な
か

っ
た
膠
原
病
、喘
息
、
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
症
侯
群
、
血
液
疾
患
、
神
経
疾

患
な
ど
に
次

々
に
本
療
法
が
試
み
ら

れ
ま
し
た
が
、　
コ
ー
チ
ゾ
ン
は
副
作

用
が
強
く
、
評
価
も
ま
ち
ま
ち
で
広

く
行
な
わ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
３０
年
に
最
初
の

合
成
ス
テ
ロ
イ
ド
が
生
ま
れ
、
以
後

も
次
々
に
各
種
ス
テ
ロ
イ
ド
が
合
成

二
た

た

さ
れ
、
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
は
瞬
く
間

に
世
界
中
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

昭
和
４０
年
頃
に
は
、
諸
種
疾
患
に

対
す
る
使
用
法
、効
果
、限
界
な
ど
が

明
ら
か
に
さ
れ
る

一
方
、
長
期
使
用

に
伴
う
劇
甚
な
副
作
用
が
広
く
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
言
わ
ぼ
反
省

期
に
入
る
の
で
す
。

三
、
適

応
症

と
限
界

ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の
適
応
症
は
、

表
に
示
し
た
如
く
、
極
め
て
広
範
囲

に
亘
り
、
従
来
の
薬
の
常
識
を
逢
に

越

えヽ
て
い
ま
す
。
加

えヽ
る
に
、
そ
の

速
効
性
の
効
果
は
正
に
驚
異
的
で
、

他
薬
剤
の
遠
く
及
ぼ
な
い
と
こ
ろ
で

す
。
こ
こ
に
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
第

一

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
治
療
効
果
は
、
投

薬
中
は
続
き
ま
す
が
、
中
止
に
よ
り

一再
発
す
る
た
め
、
中
止
す
る
の
が
困

難
な
症
例
が
往
々
に
し
て
見
ら
れ
ま

す
。
即
ち
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
は
、
見

掛
け
上
、
如
何
に
効
果
的
で
あ
ろ
う

発 行 所

T153
東京都目黒区目黒

4--6--18
い東京光線療法

研究所内

サナモア光線協会

年 4回 発 行
会費 年500円

電話 東京 (03)
793-5281
712-5322

経ロステロイド療法の連応症

11桂村會勺適属5(子恩』lイ

)予後不良で延命が期待
きる場合
悪性血液疾患 (急性自血

対的適応(管
l誘
曇
ロ

時に生命予後に影響す
場合

聯異雪〔轟轟轟釜暮b)
辱遷晨≦裂霊雪ななゞ)腎疾患(ネフローゼ症候
血液疾患 (再生不良性食

lllとして適応外(房厭
1)症状の改善のみを目的と
する場合
膠原病(慢性関節リウマチ
アレルギー疾患 (喘′自、

と
も
、
根
本
的
に
は
病
気
を
治
し
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
第
二
の
特
徴
で
す
。

そ
し
て
、
長
期
連
用
の
結
果
の
副

作
用
は
、
実

に
多

彩

か
つ
重
大
で

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
号
で
触
れ

た
通
り
で
す
。
現
在
、
よ
り
副
作
用

の
少
な
い
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の
研
究

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
成
果
は

殆
ん
ど
挙

っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

第
二
の
特
徴
で
す
。

こ
の
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の
特
徴
を

わ

き

ま

弁
え
た
上
で
、
本
療
法
に
再
検
討
を

加
え
る
な
ら
ば
、
生
命
予
後
に
影
響

を
与
え
な
い
リ
ウ
マ
チ
や
喘
息
患
者

い
た
ず

に
、
徒
ら
に
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
を
行

う
こ
と
の
誤
り
は
明
白
で
す
。
ス
テ

ロ
イ
ド
療
法
の
適
応
症
を
再
検
討
し

た
最
近
の
論
文
を
み
ま
す
と
、
リ
ウ

マ
チ
や
喘
息
を
原
則
的
に
は
適
応
疾

患
か
ら
除
外
す
べ
き
だ
と
す
る
意
見

が
大
勢
を
し
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の

理
由
は
効
か
な
い
か
ら
で
は
な
く
、

長
期
観
察
例
で
副
作
用
に
よ
る
再
起

不
能
あ
る
い
は
死
亡
例
が
決
し
て
少

な
く
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
報

告
に
も
拘
ら
ず
、
現
実
は
そ
の
悪
魔

的
治
療
効
果
か
ら
無
反
省
に
使
う
医

師
も
多
く
、
ス
テ
ロ
イ
ド
漬
け
に
さ

れ
た
患
者
が
後
を
断
ち
ま
せ
ん
。

囲
、
自
衛
手
段
は

最
後
に
、
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の
副

作
用
で
苦
し
ま
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
考
え
て
み

ま
し

ょ
う
。

０
　
専
門
医
を
選
ぶ

月
並
で
す
が
専
門
医
を
選
ぶ
こ
と

が
大
切
で
す
。
専
門
医
は
副
作
用
に

も
通
じ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
薬
の
使

い
方
も
慎
重
で
す
。

０
　
症
状
と
共
存
す
る

ス
テ
ロ
イ
ド
を
使
う
と
、
症
状
は

完
全
に
な
く
な
り
、
食
欲
は
で
て
、

気
分
は
爽
快
と
な
り
ま
す
。
安
全
な

治
療
で
は
、
こ
う
は
う
ま
く
行
き
ま

せ
ん
。
欄
　
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
の
遣
り
方

ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
中
止
す
る
時
、

除
々
に
減
量
し
ま
す
。
こ
れ
は
他
の

薬
剤
に
は
な
い
使

い
方
で
す
の
で
、

ス
テ
ロ
イ
ド
を
使

っ
た
こ
と
が
分
り

ま
す
。
０
　
満
月
様
顔
貌
に
注
意

満
月
様
顔
貌
（
ム
ー
ン
フ
エ
イ
ス
）

と
は
、
顔
が
満
月
み
た
い
に
丸
く
な

る
こ
と
で
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
を

一
ケ

月
程
度
使
う
と
表
わ
れ
る
副
作
用
で

す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
に
特
有
の
副
作

用
で
す
か
ら
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

五
、

お
わ
り

に

リ
ウ
マ
チ
や
喘
息
は
、
ざ
ら
に
あ

る
病
気
で
す
。
貴
方
が
、
貴
方

の
家

族
や
知
り
合
い
が
罹
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
時
、
こ
の
拙
文
を
思
い

出
し
て
下
さ
い
。
何
か
の
お
役
に
立

つ
は
ず
で
す
。
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「
郊
外
の
秋
」
宇
都
官
　
義
真
　
撮
影

今
凛
で
は
、
光
線
療
法
と
言
え
ば

直
ち
に
紫
外
線
照
射
の
こ
と
か
と
思

う
ほ
ど
、
紫
外
線
の
効
果
が

一
般
に

宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
々
が
日

常
最
も
多
く
亨
受
し
旦
つ
最
も
恩
恵

の
深
い
可
視
光
線
の
生
物
学
的
研
究

の
少
な
い
の
は
今
く
意
外
で
す
。

併
し
太
陽
の
光
線
は
決
し
て
紫
外

線
の
み
で
な
く
又
紫
外
線
の
み
が
有

効
な
わ
け
で
も
な
い
こ
と
は
、
太
陽

光
線
の
約
６０
％
が
赤
外
線
で
、
約
３５

％
が
可
視
線
で
、
紫
外
線
は
５
％
以

下
で
あ
る
事
実
を
見
れ
ば
明
ら
か
で

す
。

○

萬
物
化
育
の
源
泉
で
あ
る
太
陽
光

線
の
％
％
以
上
を
占
め
る
赤
外
線
、

可
視
線

を
軽
視
し
、
紫
外
線
を
殊
更

重
視
す
る
の
は
大
な
る
過
失
で
す
。

太
陽
光
線
の
中
に
不
要
な
も
の
は

絶
対
に
あ
る
筈
が
な
く
、
赤
外
線
、

可
視
線
は
合
有
の
割
合
か
ら
言

っ
て

も
、
紫
外
線
以
上
に
人
類
の
健
康
に

貢
献
し
て
い
る
も
の
と

思

わ

れ

ま

す
。

○

可
視
光
線
は

一
見
無
色
に
見
え
ま

す
が
、
之
を
分
光
す
れ
ば
波
長
の
異

な
る
に
従

っ
て
、
虹
の
七
色
に
な
り

ま
す
。
仏
教
の
言
葉
に
あ
る
色
即
是

空
、
空
即
是
色
と
は
、
そ
の
ま
ま
可

視
光
線
の
説
明
に
な
る
の
で
す
。

可
視
光
線
の
各

々
の
色

（
波
長
）

に
つ
い
て
、
東
京
市
衛
生
試
験
所
の

有
本
邦
太
郎
博
士
が
面
白
い
実
験
を

発
表
し
ま
し
た
。

同
博
士
は
幼
少
の
白
鼠
を
有
色
透

明
紙

（
セ
ロ
フ
ァ
ン
紙
）
に
て
包
ん

だ
飼
育
篭
に
入
れ
て
、
各
波
長
の
生

育
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
し
た
の
で

す
。

①

そ
の
結
果
の

一
部
を

示

し

ま

す

と
、
自
鼠
は
幼
少
期
、
発
育
期
を
通

じ
て
、　
一
定
の
色
の
光
線
で
飼
育
し

た
も
の
が
、
体
重
の
増
加
率
が
高
い

の
で
す
。
勧鎌一蜘岬刻一蜘卸郷一蜘側刻一

斯
く
の
如
く
可

視

光
線
に

限
ら

ず
、
凡
て
の
光
線
が
波
長
の
異
な
る

に
従

っ
て
各

々
異
な

っ
た
作
用
の
あ

る
こ
と
は
、
吾
人
の
将
来
の
研
究
に

は
好
題
目
を
提
供
す
る
も
の
と
言
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○

従
来
人
工
太
陽
灯
と
称
せ
ら
れ
る

水
銀
石
英
灯
は
紫
外
線
の
単

一
放
射

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
光
を
み
た
だ
け

で
も
冷
い
不
自
然
な
感
じ
が
す
る
の

に
反
し
て
、
サ
ナ
モ
ア
が
自
然
的
の

温
和
な
光
線
を
放
射
す
る
の
は
、
日

光
の
総
て
の
波
長
を
網
羅
し
て
い
る

た
め
で
あ
り
ま
す
。

○

赤
外
線
は
目
に
見
え
ぬ
が
温
暖
感

が
あ
り
、
可
視
線
は
暁
と
共
に
世
界

を
咬
々
と
照
す
七
色
の
光
線
の
集

っ

た
も
の
で
、
共
に
比
較
的
波
長
が
長

く
、
人
体
内
に
透
過
力
の
強
い
光
線

で
、
太
陽
の
光
と
熱
と
を
代
表
す
る

も
の
な
の
で
す
。

Ｏ

サ
ナ
モ
ア
は
、
単
な
る
紫
外
線
放

射
器
で
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
赤
外

線
、
可
視
線
に
も
重
点
を
置
い
て
い

る
の
が
特
徴
で
、
従
来
の
治
療
法
で

効
果
の
な
か
っ
た
難
症
に
奇
蹟
的
の

効
果
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全

く
こ
の
特
徴
に
帰
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。「

光
と
熱
」
昭
和
１０
ｏ９
●５
発
行

―
可
視
光
線
の
生
物
学
的
研
究
―

「
光
と
熱
」
昭
和
１３
ｏ■
・‐
発
行

―
紫
外
銀
偏
重
の
過
失
―

よ
り
要
約
し
た
。

☆

御

案

内

☆

サ
ナ
モ
ア
販
売

・
修
理
は
、
毎
号

治
験
例
を
寄
稿
し
て
下
さ

っ
て
い
る

左
記
治
療
所
に
て
も
取
り
扱

っ
て
お

り
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。
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（
こ
）
れ
ま
で
に
、
加
令
に
よ

っ
て

起
る
骨
関
節
疾
患
に
つ
い
て
、
サ
ナ

モ
ア
光
線
療
法
の
作
用
機
序
を
概
説

し
た
。
本
号
で
は
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

の
治
療
面
に
お
い
て
サ
テ
モ
ア
光
線

の
果
す
役
割
に
つ
き
考
察
す
る
が
、

既
に
述
べ
た
内
容
と
重
複
す
る
部
分

も
あ
る
の
で
、
既
刊
の
原
稿
を
参
照

し
て
頂
き
た
い
。

Ｘ
　
　
　
　
　
）ハ
　
　
　
　
　
）〈

（
慢
）
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
先
に

述
べ
た
骨
関
節
疾
患
と
は
、
そ
の
趣

を
里
だ

す
る
。
後

者

が
加

令
の
結

果
、
避
け
難
い
変
化
が
原
因
的
に
関

与
し
て
い
る
の
に
対
し
、
慢
性
開
節

リ
ウ
マ
チ
は
、
原
因
不
明
で
主
に
青

壮
年
を
襲
う
疾
患
で
あ
る
ｃ
国
み
に

本
症
の
８０
％
は
２０
才
か
ら
５５
才
の
間

に
発
病
す
る
。
性
別
で
は
女
性
に
多

く
、
男
性

の
２
１
３
倍
で
あ
る
。

×
　
　
　
　
　
）〈
　
　
　
　
　
×

（
本
）
疾
患
は
、
明
ら
か
な
誘
因
も

な
し
に
、
突
発
的
に
手
指
、
手
首
、

膝
な
ど
の
関
節
に
、
発
赤
、
腫
脹
を

伴
う
関
節
痛
が
、
通
常
両
側
性
に
多

発
し
、寛
解
、増
悪
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
関
節
間
を
移
動
す
る
。
症
状
は

起
床
時
に
重
く
、
欄
常
の
動
作
に
よ

り
軽
快
す
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

梶
患
関
節
周
辺
の
筋
肉
に
は
、
筋

痙
撃
、
筋
萎
縮
を
認
め
、
普
通
燿
筋

が
伸
筋
よ
り
強

い
の
で
、
関
節
は
屈

位
に
変
形
じ
勝
ち
で
あ
る
。

病
状
が
進
む
に
つ
れ
て
、
開
節
軟

骨
が
破
壊
さ
れ
る
た
め
、
関
節
間
際

は
除
々
に
狭
小
と
な
る
。
骨
に
は
脱

カ
ル
シ
ウ
ム
を
認
め
る
が
、
関
節
粧

に
は
病
的
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
着
が

あ
り
、
つ
い
に
は
骨
端
線
は
消
失
し
、

関
節
は
強
直
し
て
関
節
機
能
を
失
う

に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
な
っ

た
関
節
は
、
外
見
的
に
は
紡
妊
状

に

変
形
し
、
該
部
の
皮
膚
は
一諄
く
光
沢

を
持

つ
。

（
写
真
）

）
〈
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
〉
（

↑
し

れ
一
」対

し
、
本
症

の
一楽

物
療
法
は
、
未

だ
確
立
さ
れ
た

と

旦

一一口
い
難

く
、
完
治
さ
せ

得
る
手
段
は
な

い
。
こ
の
た
め

治
療
は
対
症
療

法

の
域
を
出
な

いヽ
。現
在
最
も
汎

用
さ
れ
て
い
る

薬
剤
は
、
非

ス

テ

ロ
イ
ド
系
消

□□

炎
鎮
痛
剤
で
、
次
い
で
金
剤
、
ス
テ

ロ
イ
ド
関
節
内
注
入
な
ど
で
あ
る
。

曽
て
、
リ
ウ
マ
チ
の
特
効
薬
Ｌ
し
て

そ
の
対
症
的
治
療
効
果
で
医
学
界
士

席
巻
し
た
ス
テ
ロ
イ
ド
の
経
口
療
法

は
、　
一
過
性
の
効
果
の
み
で
、
遠
隔

成
績
で
は
病
状
の
悪
化
、
重
篤
な
副

作
用
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
使
用

頻
度
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
。

（
本
紙

二
一
八
号
、
発
想
の
転
換
―
一漱奮
日
か

ら
身
子
守
る
た
め
―
参
照
）

Ｘ
　
　
　
　
　
）（
　
　
　
　
　
，
（

（
こ
）
の
よ
う
に
、
慢
性
関
節
リ
フ

マ
チ
は
難
治
な
上
、
進
行
性
に
経
過

す
る
た
め
、
生
命
に
直
接
危
険
は
な

い
が
、
関
姉
機
能
の
予
後
不
良
で
、

社
会
生
活
に
適
応
じ
得
な
く
な
る
人

も
多
い
。

本
症
発
病
後
１０
年
以
上
を
経
過
し

た
症
例
の
３０
１
３５
％
は
、
生
計
を
立

た
上
て
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
療
法
の
本

症
治
療
に
果
す
役
割
を
考
え
て
み
よ

ま
す
関
節
痛
に
対
す
る
鎮
痛
効
果

は
、
前
号
の
応
用
光
線
療
法
学
に
お

い
て
述

べ
た
如
く
、
主
に
赤
外
隷
、

可
視
練

つ
持

つ
直
接
効
果
で
あ
り
、

・不
症
の
関
節
痛
に
も
奏
功
す
る
。
要

は
権
患
関
節
ｔ
多
方
・同
か
ら
十
分
な

照
射
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。

ま
ず
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
大
量
療
法
が

検
討
さ
れ
た
結
果
、
臨
床
的
に
明
ら

か
な
治
療
効
果
を
示
す
が
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
過
剰
症
を
起
し
、
血
中
カ
ル
シ

ウ
ム
濃
度
の
上
昇
、
腎
実
質
、
血
管

等

へ
の
具
所
性
カ
ル
シ
ウ
ム
沈
着
な

ど
の
問
題
点
が
あ
る
こ
と
が
指
適
さ

れ
た
。

×
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
Ｘ

（
じ
）
か
ら
ば
、
経
目
的
に
食
品
と

し
て
与

みヽ
た
ら
と
う
イ
、あ
ろ
う
か
。

こ
れ
な
ら
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
過
剰
症
を
心

配
す
る
必
要
は
殆
ん
Ｌ
な
い
．

こ
の
目
的
に
合
致
し
た
の
が
、
鱈

（
タ
ラ
）
の
肝
油
で
あ
る
。
自
然
食

口輩
、
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
合
有
量
が
最
も

高
い
の
が
毎
肝
油
で
、
こ
れ
に
優
る

の
は
他
に
は
な
い
。

（
塩
味
を
つ
け

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
Ｌ

一
緒
ｔ
飲
む
と

飲
み
や
す
い
と
い
わ
れ
る
。
）

は
肝
油
は
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

を
始
め
、
あ
ら
う
ろ
関
節
炎
に
有
効

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

）〈
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
Ｘ

（
じ
）
か
し
一等
肝
油
も
所
詮
は
日
光

の
代
用
品
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
優

る
の
が
光
線
療
法
て
あ
る
。
サ
ナ
モ

ア
を
用
い
る
な
ら
、
気
持
よ
く
必
要

詈
あ

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
作
ら
れ
、
こ
れ

が
病
状
に
好
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と

は
一百
う
ま
で
も
な
い
。

応用
'光

線療法学10

て
ら
れ
な
く
な
り
、
１０
１
１５
％
‐１
、

寝
た
さ
り
か
車
椅
子
の
高
度
身
障
者

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
．

こ
の
治
療
の
限
界
を
乗
り
越
え
て

関
節
機
能
障
害
を
防
ぐ
の
が
、
理
学

療
法
で
あ
る
。

（本
紙
二
一
七
号
、

リ
ウ
マ
チ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ー
理
学

〓標
洪
Ｆ
」
つ
い・ヽ
て
―
去
疹
昭
じ

Ｘ
　
　
　
　
　
　
）〈
　
　
　
　
　
　
）（

（
さ
）
て
、
以
上
の
一三喜
否
こ
理
解
じ

こ
れ
に
よ

っ
て
痛
み
が
軽
減
す
る
た

め
、
理
学
療
法
も
容
易
に
な
る
こ

）〈
　
　
　
　
　
　
Ｘ
　
　
　
　
　
　

〈̈

（
前
）
置
き
が
長
く
な

っ
た
が
、
本

題
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
関
与

に
つ
い
て

話
を
進
め
よ
う
。

即
に
再
三
述
べ
た
・如
く
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
か
骨
の
脱
灰
を
防
ぎ
化
骨
を
促

す
こ
と
か
ら
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ

の
治
療
経
過
に
も
好
影
響
を
与
え
る

慢
性
リ
ウ
マ
チ
患
者
。
こ
の
程
度
ま
で
進
行
す
る
と

日
常
生
活
は
不
便
と
な
る
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☆

拇
指
切
傷

症
例
　
４０
才
　
女
性

症
状
　
ガ
ラ
ス
で
栂
指
を
切
り
、

激
し
く
出
血
、
近

医

で
治

療
し
た

が
、
三
日
目
頃
か
ら
痛
み
が
増
し
て

き
た
の
で
、
光
線
を
思
い
出
し
て
来

所
さ
れ
た
。

療
法
経
過
　
Ｂ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
に
て

思
部
に
三
十
分
照
射
曾
一号
集
光
器
）

翌
日
、
傷
口
よ
リ
ガ
ラ
ス
の
破
片
が

膿
と
共
に
で
る
。
そ
の
後
三
日
で
全

夫
。

☆

乏
　
　
尿

症
例
　
６０
才
　
女
性

症
状
　
急

に

尿

の
出
が
悪
く
な

り
、
身
体
の
不
調
生
訴
え
来
所
、
既

往
に
腎
疾
患
、
低
血
圧
あ
り
。

療
法
経
過
　
Ａ
カ
ー
ボ
ン
に
て
、

腹
部
十
分
、
膝
五
分
、
腰
十
分
、
膀

脱

（
肛
門
よ
り
）
十
１
十
五
分
、
小

脳
五
分
、
翌
朝
排
尿
が
あ
り
、
四
え

五
日
の
治
療
で
血
圧
も
上
り
、
頭
の

フ
ラ
フ
ラ
す
る
感
じ
も
治
る
。

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
法

上
野
　
貞
子
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
八
十
三
三
二
―

一
三
五
八

・ア
全
身
打
撲
症

鎖
骨
々
折

症
例
　
６６
才
　
口刀
性

症
状
　
階
段
の
上
か
ら
、
二
間
下

の
踊
場
に
落
ち
意
識
不
明
で
倒
れ
て

い
た
の
を
発
見
さ
れ
、
寝
か
さ
れ
て

い
る
中
に
意
識
を
回
復
し
た
。
し
か

し
逆
行
性
健
忘
症
を
伴

っ
て
い
て
、

何
を
聞
い
て
も
全
く
分
ら
ず
、
暫
ら

く
減
夢
遊
状
態
で
、　
一
人
で
家
を
出

‘
電
車
に
乗

っ
た
り
、
記
銘
力
障
害

の
た
め
同
じ
質
問
を
数
分
置
き
に
繰

返
し
尋
ね
た
り
し
た
。
打
撲
に
よ
る

外
傷
は
全
身
に
及
ん
で
い
て
、
右
側

頭
部

（
耳
の
後
上
方
）
に
切
創
な
ら

ひ
ＩＩ
内
出

皿
、
右
鎖
骨
は
骨
折
の
た

め
中
央
が
隆
起
し
、
右
手
は
腫
れ
あ

が
り
峯
痛
の
た
め
に
動
作
不
能
、
内

出
血
は
胸
部

（
帯
状
に
）
、腰
部
（
仙

骨
か
ら
尾
骨
に
か
け
）
左
下
胆
外
側

に
認
め
、
全

身
各

所

に
痛
季
を
訴

え
、
自
力
て
起
き
る
こ
と
は
全
く
出

来
な
か

っ
た
。

療
法
経
過
　
第

一
日
目
は
、
全
身

各
所
に
十
二
時
間
照
射
し
た
。
（
そ
の

間
に
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
、
玄
米
の
重
一湯

を
摂
る
。
）
そ
の
結
果
、
痛
み
は
楽
に

な
る
。
第

ニ
ー
三
日
目
は

一
日
約
十
時
間

照
射
し
た
が
、
日

一
日
と
痛

み
が
減

少
し
て
、
起

き

れ

る

よ
う

に
な

っ

た
。が

、
足
が
ホ
カ
ホ
カ
し
て
気
持
ち

よ
く
、
こ
ん
な
に
身
体
の
調
子
が

変
わ
る
も
の
か
と
、
主
人
と
も
と

も
一ユア
ル
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

サ
ナ
モ
ア
を
一愛
用
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
☆
は
じ
め
は
半
信
半
疑

川
崎
市
　
宮
治
　
す
ず

椎

間

板

ヘ
ル
ニ
ア
と
診
断
さ

れ
、
整
形
外
科
に
通
院
し
て
お
り

ま
し
た
。
知
人
よ
り
す
ナ
モ
ア
を

す
す
め
ら
れ
、
半
信
半
疑
で
治
療

を
始
め
ま
し
た
所
、
約
二
週
間
で

楽
に
起
床
出
来
る
様
に
な
り
ま
し

た
。
就
寝
後
、
数
回
の
ト
イ
レ
通

い
も
ビ
タ
リ
と
止
ま
り
、
安
眠
出

来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
保
持
に
役
立

第
四
―
七
日
日
は

一
日
約
八
時
間

照
射
、
七
日
目
Ｆ
一は
意
識
は
完
仝
花

正
常
化
し
、
記
憶
も
よ
み
が
え
り
、

落
ち
た
日
の
模
様
を
あ
り
あ
り
と
語

ス′ヽ．
。第
八
日
日
以
降
は
段

々
と
時
間
も

短
か
く
し
て
行

っ
た
が
、
十
三
日
目

に
は
腕
の
上
け
下
げ
も
出
来
る
よ
う

に
な
り
、
全
経
過
約
七
十
日
間
で
全

絲仄
―
シ
■
に。

使
用
カ
ー
ボ
ン
は
、
内
出
血
に
は

Ｂ
ス
は
Ａ
Ｂ
、
骨
折
部
は
Ｂ
Ｃ
又
は

Ａ
Ｃ
、
内
臓
は
Ａ
Ｂ
、
Ａ
Ｄ
を
交
互

に
月
い
た
。

こ
の
症
例
は
、
病

院

受

診

脅
拒

み
、
光
線
療
法
と
食
養
生
だ
け
で
治

療
７
・し
た
が
、
元

の
健

康

体
に
復

し
、
か
え

っ
て
若

返

っ
た

―
い
う
で

す
。

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
中
耳
炎
が
快
方
に

島
根
県
安
来
市
　
森
脇
　
栄
市

長
女
が
大
学
病
院
の
看
護
婦
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
友
人
か
ら

サ
ナ
モ
ア
の
効
果
を
聞
き
、
早
速

治
療
器
を
購
入
し
て
く
れ
ま
し
た

私
は
、
風
邪
を
ひ
き
ま
す
と
す

ぐ
中
耳
炎
に
な
り
、
医
者
に

一
２

ニ
ケ
月
は
通
院
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
て
も
、
サ
ナ
モ

ア
使
用
後
は
、
日
に
日
に
快
方
に

同
い
、
通
院
し
な
い
で
も
よ
く
な

いソ
きよ
‐し
，た
。

秋
か
ら
冬

へ
の
季
節
の
変
り
目

を
控
え
て
再
発
予
防
の
た
め
、
毎

日
継
続
し
て
使
用
し
て
ま
い
り
た

い
Ｌ
思

っ
て
お
り
ま
す
。

冒

目

”̈Ｈ

☆
無
事
女
児
出
産

東
大
阪
市
　
大
桃
乗
扶
子

も

っ
と
早
く
御
礼
状
を
と
思
い

つ
つ
、
今
日
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

サ
ナ
モ
ア
の
お
蔭
で
今
年

一
月
十

六
日
に
無
事
女
児
出
産
致
し
ま
し

た
ｃ健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
で
（出
産
時

体
重
三
〇
七
〇
ク
、身
長
五
〇
御
）

す
く
す
く
成
長
し
、
今
で
は
体
重

も
八
七
〇
〇
ノ
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
三

回

も

流

産
を
く
り
返

し
、
赤
ち
ゃ
ん
を
よ
う
生
ま
な
い

の
で
は
と

心

配

し

て
お
り
ま
し

た
。
今
ま
で
は
一夏
で
も
ス
カ
ー
ト

が
は
け
な
い
程
の
冷
え
症
で
し
た

☆
難

　

聴

症
例
　
１５
才
　
男
子

症
状
　
一電
話
の
話
し
声
が
聞
き
と

れ
斤
＾
い
。

療
法
経
過
　
Ａ
カ
ー
ボ
ン
で
足
、

膝
、腹
、
腰
、背
を
各
五
分
、
Ａ
Ｂ
カ

ー
ボ
ン
で
、
後
頭
部
、
両
耳
、
咽
喉

部
に
署
い
と
百
つ
ま
で
照
射
、
約

一

週
間
で
症
状
は
改
善
、
十
日
間
で
治

療
を
中
断
し
た
が
、
授
業
が
元
の
後

の
席
で
聞
え
る
の
で
、
母
子
と
も
に

大
変
な
喜
び
で
あ

っ
た
。

春
日
市
　
前
田
光
線
治
療
所

前
日
　
ミヽ
サ
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
九
二
―
五
八
一
十
二
〇
二
九

マ
急
性
腎
炎

症
例
　
２８
才
　
女
性

症
状
　
全
身
億
怠
志
、
寝
痛
な
ら

ひ
に
下
腹
痛
、足
背
部
浮
輌
に
加
え
、

徴
熱
、
食
欲
不
振
が
あ
り
、
某
院
で

急
性
腎
炎
だ
か
ら
ス
院
す
る
よ
う
に

，二
百
わ
れ
た
が
、
母
親
の
す
・す
め
て

光
一隷
療
法
を
始
め
た
。
な
お
一含
拗
は

妊
娠
中
で
あ

っ
た
。

療
法
経
過
　
Ａ
カ

ー

ボ

ン
を
使

用
、
肛
門
部
十
分
、
腰
、
腹
各
十
五

分
、
後
頭
部
五
分
、
足
裏
十
五
分
、

左
右
横
腹
各
六
分
、
下
腹
の
疼
痛
部

に
五
分
、
合
計
約

一
時
間
二
十
分
照

射
し
た
と
こ
ろ
、
痛
み
が
と
れ
、
冷

え
症

が

楽

に
な

っ
た
と
言
う
。
以

後
、
初
回
治
療
に
準
じ
て
十
三
日
間

の
治
療
を
行
い
、
症
状
は
著
し
く
改

善
し
た
。

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

一
二
三
氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
四
四
―
七
二
二
―
五
〇
六
七
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六
、
光
源
の
留
意

点
と
カ
ー
ボ

ン

・
ア
ー
ク

サ
ナ
モ
ア
は
カ

ー
ボ

ン

ｏ
ア

―ヽ
ク

を
利
用
し
た
光
線

治
療
器
で
す
。
今

回
は
カ
ー
ボ

ン
・

ア
ー
ク
の
特
徴
を

如
何
に
利
用
し
て
医
療
目
的
に
合

っ
た
光
線

を
得
て
い
る
か
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

３
、
カ
ー
ボ
ン
・
ア
ー
ク
灯

カ
ー
ボ
ン
ｏ
ア
ー
‐
夕
は
、
電
気
を

使
用
し
た
最
初
の
光
源
で
す
が
、
点

灯
し
て
い
る
間
に
カ
ー
ボ
ン
一電
極
が

消
耗
す
る
放
電
灯
の
た
め
、　
一
般
的

な
照
明
に
は
適
し
ま
せ
ん
。
し
か
し

光
線
療
法
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
点

灯
時
間
に
は
限
度
が
あ

り

ま

す
／
か

ら
、
カ
ー
ボ
ン
の
消
耗
は
余
り
問
題

に
な
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
希
望
す
る

光
線
の
全
て
を
、
連
続
ス
ペ
ク
ト
ル

で
放
射
し
、
任
意
の
波
長
を
増
量
で

き
、
か
つ
十
分
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

医
療
目
的
に
合
っ
た
光
線

カ
ー
ボ

ン
・ア
ー
ク
の
特
徴

っ
条
件
そ
満
す
の
は
、
カ
ー
ボ
ン
・

ア
ー
ク
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
ー
ボ
ン
・
ア
ー
グ
を
詳
し
く
見

ま
工
，
レ
」
、

山
　
ア
ー
ク
自
身

０
　
カ
ー
ボ
ン
電
極
の
左
右
先
端

の
計
３
ケ
所
か
ら
光
線
が
庄
て
い
る

こ
と
が
分
り
ま
す
。
こ
の
内
、
電
極

は
摂
氏
四
〇
〇
〇
度
位
の
高
温
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
太
陽
の
日
の
出

２
時
間
程
に
相
当
す
る
光
線
を
出
し

ま
す
。
ア
ー
ク
自
身
の
温
度
は
摂
氏

六
〇
〇
〇
反
―

一
〇
〇
〇
〇
度
と
言

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
部
分
で
は
空
気

や
電
極
を
構
成
し
て
い
る
物
質
の
原

子
が
、
高
温
度
と
高
い
電

位

傾

度

（
ア
ー
ク
空
間
の
微
小
間
隙
電
圧
）

に
よ

っ
て
励
起
状
態
や
電
離
状
態
に

な
り
、
こ
れ
に
よ
る
発
光
現
象
を
も

伴
い
ま
す
の
で
、
温
度
放
射
に
加
え

て
、
紫
外
部
に
も
富
ん
だ
発
光
と
な

り
ま
す
。

さ
て
、
次
に
前
述
の
３
ケ
所
か
ら

発
光
す
る
割
合
を
調
べ
て
み
ま
し

ょ

う
。
ま
ず
カ
ー
ボ
ン
の
み
で
発
光
さ

せ
ま
す
と
、
そ
の
割
合
は
、
カ
ー
ボ

ン
電
極
の
陽
極
側

で
８５
％
、
陰
極
側

で
１０
％
、　
一
番
多

い
よ
う
」
肯
兄
え
る

ア
ー
イ
自
身
か
ら

は
僅
か
５
％
に
過

き
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
発
光
し
や

す
‐・、物
質
を
芯
剤
に
入
れ
て
や
り
ま

す
と
、
こ
の
比
率
が
、
陽
極
側
１０
％

陰
極
側
５
％
、
ア
ー
イ
自
身
か
ら
８５

％
と
飛
躍
的
に
増
大
し
て
、
発
光
す

る
割
合
が
完
全
に
逆
転
し
ま
す
。
そ

れ
に
つ
れ
て
、
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
発
光
効

率
も
著
し
く
向
上
し
、
そ
の
結
果
、

医
療
目
的
に
適
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

色剤

剤

光

光

発

発 発光する色

紫 外
緑

黄

紅

白

鉄  バナジューム

銅

カルシューム、ナ トリューム

ス トロンチューム

バ リウム、稀土類

Ａ
カ
ー
ボ
ン

Ｂ
カ
ー
ボ
ン

Ｃ
カ
ー
ボ
ン

Ｄ
カ
ー
ボ
ン

つ
光
線
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

一
こち

そ
し
て
、
カ
ー
ボ

ン
・
ア
ー
ク
灯

の
今

一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
発
光

物
質
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

遠
亘
希
望
す
る
光
線
を
増
す
こ
と
が

出
来
る
こ
と
で
す
。
発
光
剤
に
よ

っ

て
、
放
射
光
線
が
と
ん
な
色
に
変
る

，か
、
「
口
・ど
一争
ざ〕
ブ、
一一（
Ｆ一
一不
‐し
″、
目
九
〓
一

，じ
Ｊ
た
。

―
テ亀

ア

・
カ
ー
ボ
ン
は
、
白
熱

電
灯
で
不
足
す
る
紫
外
部
分
を
ア
ー

ク
か
ら
の
直
接
放
射

（
白
熱
電
灯
や

蛍
光
灯
の
様
な
ガ
ラ
ス
管
が
不
要
な

た
め
紫
外
線
が
遮
断
さ
れ
な
い
）
で

補
い
、
他
の
放
電
灯
で
は
少
な
い
赤

外
部
分
は
電
極
か
ら
の
温
度
放
射
で

カ
バ
ー
し
て
、
太
陽
光
線

に
近
ず
け

る
と
共
に
、
検
討
を
加
え
た
発
光
剤

を
用
い
て
、
次
の
四
種
類
を
作

っ
て

い
ま
す
。

全
光
線

赤
外
部
豊
富

紫
外
部
豊
富

可
視
部
豊
富

（特
に
黄
緑
部
）

夫

々
の
カ
ー
ボ
ン
で
は
、
強
調
部

が
太
陽
光
線
よ
り
強
く
し
て
あ
り
ま

す
。

よ
い
治
療
器
の
条
件

反
射

光
線

を
遮
断

せ
よ

揖
斐
川
電
気
工
業
帥

皇
躊
柳
工
場

技
術
部
の
御
厚
意
で
、
サ
ナ
モ
ア

・

カ
ー
ボ
ン
の
話
を
連
載
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
の
内
容
か
ら
、そ
の

原
理
、
特
徴
を
ほ
ぼ
御
理
解
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
揖
菱
電
で
は
、
世
界

で
も
最
高
水
準
の
カ
ー
ボ
ン
製
造
技

術
を
駆
使
し
て
、
当
研
究
所
の
要
請

に
応
じ
た
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ
ン
を
供

給
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

そ
の
性
能
を
最
大
限
に
生
か
す
治
療

器
を
造
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

光
線
は
波
長
に
よ
り
反
射
の
仕
方

も
違
い
ま
す
。
金
属
板
に
対
す
る
反

射
を
調
べ
ま
す
と
、
波
長
の
短
い
光

線

（紫
外
線
）
は
反
射
せ
ず
、
波
長

の
長
い
熱
線
（
赤
外
線
）
は
よ
く
反
射

し
ま
す
。
と
言
う
こ
と
は
、
治
療
器

を
造
る
時
、
反
射
光
線
を
遮
断
す
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
、
熱
の
た
め
有

効
な
紫
外
線
浴
が
で
き
な
く
な
る
の

で
すヽ
。
前
号
で
世
界
初
の
小
型
カ
ー
ボ
ン

ア
ー
ク
灯
（
フ
ィ
ン
ゼ
ン
ラ
イ

ン
灯
）

に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
写

真
を
見
直
し
て
頂
い
て
も
分
り
ま
す

が
、反
射
装
置
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
ナ
モ
ア
治
療
器
は
、
光
線

の
性

状
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
、
細
心
の

注

意

を

払

っ
て
造

っ
て
い
る
の
で

す
。



健

康

藪

呪

墨
□
危
機

待

ち
医
療
□
目

夙
に
後
承
知
の
よ
う
に
、
日
本
は

世
界
の
最
長
寿
国
に
な
り
、
日
本
科

理
は
ダ
ィ
エ
ッ
ト

（減
量
一食
）
に
適

す
る
健
康
食
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
も
成
人
病
や
癌
の
恐
怖
は

避
け
難
く
、
せ
め
て
自
分
で
出
来
る

健
康
法
を
求
め
て
、
健
康
教
章
、
健

康
産
業
は
大
流
行
の
よ
う
で
す
。

今
年
あ

六
月
、
宰
相
、
大
手
正
芳

氏
が
心
筋
硬
塞
の
た
め
急
逝
し
ま
し

た
。
日
頃
か
ら
健
康
診
断
を
う
け
、

最
初
の
発
作
後
は
現
代
医
学
の
最
善

の
手
当
を
受
け
な
が
ら
、
発
作
の
再

発
を
防
げ
ず

死

亡

に

至

っ
た
経
過

に
、
疑
間
を
抱
い
た
人
も
多

い
よ
う

で
す
。
そ
れ
は
治
療
医
学
の
能
力
を

過
大
三
評
価
じ
過
ぎ
て
い
た
た
め
で

し
ょ
う
。
こ
の
疑
間
に
対
す
る
答
え

と
し
ブ、
「
危
機
待
ち
医
療
」
と
言
う

言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
誰

れ
の
造
語
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
実
に

透
逸
な
表
現
で
、
医
学
の
限
界
を
如

実
に
示
し
て
い
ま
す
。

最
も
手
軽
な
健
康
法
と
し
て
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
が
流
行

っ
て
い
ま
す
。
ジ

ョ
ギ
ン
グ
も
遣
り
つ
け
る
と
中
毒
み

）に
い
に
な

っ
て
、
這
ら
ザ
ン
に
い
ら
れ

な
く
な
る
そ
う
で
す
が
、
お
酒
の
中

毒
と
違

っ
て
良

い
こ
と
だ
と
思

っ
一く

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
晨
近
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
の
害
と
や
ら
が
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
販
わ
し
て
い
ま
す
。
ど
う

も
医
者
は
御
節
介
が
過
ぎ
ま
す
。
ど

ん
な
こ
と
で
も
過
ぎ
れ
ば
悪
い
こ
と

な
ど
分
り
切

っ
た
こ
と
で
ユｔ

そ
の
音
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統

領
が
心
筋
硬
塞
で
倒
れ
た
後
に
、
心

臓
病
の
碩
学
、
主
治
医
の
ホ
フ
イ
ト

博
士
と
ゴ
ル
フ
場
に
現
わ
れ
た
時
、

日
本
の
医
者
は
唖
然
と
し
ま
し
た
。

当
時

の
日
本
で
は
、
３
ケ
月
間
は
便

所
に
も
行
か
せ
な
い
絶
対
安
静
が
音

通
だ

っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
現
在

で
は
、
早
期
離
床
の
上
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
や
ら
せ
る
方
法
ま
で
あ
る
の
で

す
が
、
む
し
ろ
予
後
は
良
好
で
、
死

亡
率
も
安
静
群
に
比

べ
て
高
く
な

い

こ
と
が
報

告

事
ヽ
れ
て
い
ま
丁
。　
一

方
、
日
本
最
大
の
製
薬
会
社
の
後
継

者
が
、
４０
代
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
に
死

亡
し

票ヽ
し
た
ｃ　
こ
の
よ
う
二
∵
了
測
で

き
な
い
一手
軟

が

起

ろ
可
能
性

も
み

り
、
危
機
待
ち
一医
療
の

一
面
壼
表
わ

し
て
い
ま
す
。

こ
の
危
機
を
遠
ざ
け
る
処
方
は
、

商
品
を
買
う
よ
う
に
手
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
各
人

各
様
に
、
信
じ
る
こ
と
を
追
る
よ
り

仕
方
が
な
い
で
し
ょ
う
。
か
つ
て
二

木
謙
三
博
士
は
、
食
物
、水
、カ
エ気
、

日
光
を
健
康
の
四
大
要
素
と
述
べ
て

い
ら
れ
ま
す
。
健
康
法
に
適
度
な
光

線
浴
が
必
要
な
こ
と
は
疑

い
な
い
こ

と
で
すヽ
。
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